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Development of High-efficiency CVT for 2020 Model Year CITY
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ཁɹɹࢫ

೩අੑೳとಈ力ੑೳを高次ݩでཱ྆させることを目ඪと

して，2020 年Ϟデル$*T:用 $VTを։発した．

৽機ߏとして，ロッΩングҐஔ変ߋϕルトおよͼෳ合 V

໘形状プーリ，機ి直ྻ഑ஔオイルϙンプシステϜを࠾用

した．これにより，ۚ ଐϕルト式 $VT のओ要ଛ失を௿減

し，ಈ力఻ୡ効率を޲上した．৽機ߏを૊み合わせるにあ

たり，$VTとしてଛ失௿減効Ռを発شできるように$VT

制ޚの最ద化を実ࢪした．

また，೩අੑೳを最ద化する制ޚによるಈ力ੑೳ௿下が

ないように，υライバの加଎ҙ思を $VT 制ޚの੾りସえ

によって実ݱした．$VT の変଎制ޚ目ඪをۦಈ力とする

ことでۦ， ಈ力のམち込みがないઃఆとした．さらに，ス

テップシフトを࠾用することで，ं ଎がエンジン回転਺に

リニアに௥ैしۦ， ಈ力に৳ͼを感じられるઃఆとした．

その݁Ռ，New	EVropean	DrivinH	$ZcleϞーυにおいて，

$VTとしてैདྷϞデルに対し$02 ഉग़ྔを 5.7	H�Lm 減࡟

した．また，2020 年Ϟデル$*T:として，タイのୈ̎期エ

コΧー੓ࡦのج४となる$02 ഉग़ྔ 100	 H�Lm Ҏ下をୡ੒

した．

"#453"$5

A CVT has been deve loped fo r use in the 
2020 model year CITY with the aim of realizing 
a good balance between fuel efficiency and power 
performance.

As new mechanisms, the developed CVT employs 
a belt with a modified rocking position, pulleys with 
multiple V-surface shapes, and mechanical and electric 
oil pump systems in series connection. The application 
of these technologies has made it possible to reduce 
the main sources of loss in a metal pushing V-belt 
CVT and to increase power transmission efficiency. 
When these new mechanisms were combined, CVT 
control was optimized in order to help ensure a 
reduction of loss in the CVT itself.

In addition, the driver’s intention in accelerating 
the vehicle is realized by switching CVT control in 
order to help ensure that there is no decline in power 
performance, due to the application of control that 
optimizes fuel efficiency. By setting drive power as 
the target parameter for CVT shift control, it has 
been possible to help avoid decline in drive power. 
Furthermore, the application of stepped shift has 
meant that vehicle speed follows engine speed linearly, 
and vehicle occupants experience an increase in drive 
power.

As a result, the CVT has realized a reduction of 
5.7 g/km in CO2 emissions against the previous unit in 
the New European Driving Cycle mode. In addition, 
the 2020 model year CITY meets the 100 g/km or 
below CO2 emissions standard for the second phase of 
Thailand’s eco-car project.

̍ɽ·͕͖͑

ۙ年，世ք的なڥ؀໰୊への対Ԡとして，֤ نڥの؀ࠃ

制はݫしさを増している．こうした世քのಈ޲をड͚て，

自ಈं用パワートϨインはిಈ化へٸ଎にシフトしてい

る．しかし，৽ࠃڵをはじめとしたిಈं྆の֦大が容қ

でないࠃ々において，ಈ力を内೩機関のみとするैདྷं྆

の೩අ޲上はٸ務である．こうしたഎܠから，内೩機関を

೤効率が高いྖҬでӡ転できる変଎機として，無ஈ変଎機

（Ҏ下，$VT）のద用が֦大している．ద用されるं྆は，

Honda のみならͣ，ܰ 自ಈंからখ・中ܕ自ಈंを中心に

ぶ．ここで，Fig. 1（１）にٴ内外໰わͣ幅広いंछにࠃ +$08

Ϟーυにお͚るۚଐϕルト式 $VT のଛ失内༁をࣔす．こ

れより，ۚ ଐϕルトとオイルϙンプのଛ失がશଛ失の６ׂ

Ҏ上を઎めることがわかる．そのため，大きなଛ失を生じ

る機ߏ部඼について，さま͟まな対Ԡが実ࢪされている．

ϕルトଛ失への対Ԡは，発進ギϠ෇き $VT（̎）などがڍげ

られる．オイルϙンプଛ失への対Ԡは，同࣠̎ϙートオイ
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ルϙンプシステϜ（̏）などがڍげられる．つまり，$VTはं

྆೩අੑೳに༏れるものの，変଎機としてのಈ力఻ୡ効率

には多くの޲上させる余地があることをࣔす．

本։発では，ۚ ଐϕルト式$VTのओ要ଛ失௿減により，

タイのୈ̎期エコΧー੓ࡦ（Ҏ下，Eco2）をはじめとした，

ܕした．また，৽ࢦ制にద合させることを目نڥの؀ࠃ֤

$*T:は，New	EVropean	DrivinH	$Zcle（Ҏ下，NED$）Ϟー

υにおいて$02 ഉग़ྔ 100	 H�Lm Ҏ下の೩අੑೳと，ಈ力

ੑೳをཱ྆させることを目ࢦした．

Fig. 1   Breakdown of power consumed in CVT

に変ߋされている．内೩機関変ߋによるग़力ಛੑ変化に対

しۦ， ಈ力を目ඪ値とするパワートϨイン協ௐ制ޚ（Ҏ下，

(-deTiHn	ThiGt）を࠾用した．

これらの観఺より，ଛ失௿減の方ੑ޲をҎ下三つとした．

（１）	ۚ ଐϕルト内部でのしΎうಈにىҼしたຎࡲଛ失を

௿減させること．

（̎）	$VT に必要なオイルϙンプ࢓事をѹ力およͼྲྀྔで

分担し，࢓事を最ద化すること．

（̏）	ಈ力ੑೳを௿下させͣにଛ失௿減効Ռを発شできる

よう，$VT制ޚを最ద化すること．

Fig. 2   Main sections of new CVT

Oil pump (OP) system

Drive pulley

V-surface

Driven pulley

Metal pushing V-belt and pulleys

̎ɽ։ൃのͶΒ͍

ۚଐϕルト式$VT（Fig. 2）は，ϕルトが一対のݻఆプー

リとՄಈプーリにڬみ込まれ，そのຎࡲ力によりۦಈプー

リからैಈプーリにಈ力を఻ୡする．Մಈプーリは༉ѹ推

力によりۦಈଆおよͼैಈଆで無ஈ֊にҐஔを変えられる

ため，רきか͚られたϕルトも無ஈ֊にҐஔを変化させ無

ஈ֊変଎がՄೳとなる．この無ஈ֊に変଎比をબ୒できる

ಛ௃から，内೩機関の೤効率が高いྖҬをҡ࣋することが

でき，ं ྆೩අੑೳが高い変଎機としてద用が֦大してい

る．

ۚଐϕルトは，その部඼ߏ੒からしΎうಈՕ所が多く，

プーリרきか͚ܘにґଘしたϕルト内部ଛ失を生じる（４）．

オイルϙンプは，プーリやトルクコンバータ，クラッν，

५׈など要ٻの異なる作ಈ༉৚݅を一つのオイルϙンプ

で担う．そのため，常に高ѹ多ྲྀྔの࢓事を要ٻされ，オ

イルϙンプଛ失が大きくなる（̑）．ϕルトʗプーリは，ຎ

ѹ力を必要とすڬでಈ力を఻ୡするため，高いプーリࡲ

る．この大きな力は，しΎうಈՕ所の多いۚଐϕルトのଛ

失に，しΎうಈՙ重として影響する．また，プーリڬѹ力

が高い΄ど，オイルϙンプ࢓事も大きくなりଛ失を増大さ

せる．また，৽ܕ $*T: に౥載されるエンジンは，೩අੑ

ೳ޲上のため，ै དྷの 1.5	 L 自વؾٵから 1.0	 L աڅ機෇

̏ɽద༻ٕज़

ۚଐϕルト式 $VT のओ要ଛ失௿減を目的として，৽た

なϕルトʗプーリおよͼオイルϙンプ（Fig. 2）を࠾用した．	

�����ϕϧトʗϓʔϦ
ۚଐϕルトは，エϨメントとリングよりߏ੒される．ϕ

ルトがプーリにרきか͚られたࡍ，プーリ中でのエϨメン

トとリングの回転൒ܘにはزԿ学的なࠩが生じる．エϨメ

ントとリングは૬互に߆ଋがないため，回転൒ࠩܘによる

ۚଐϕルト内部でのࠩ回転を࣋つ．エϨメントとリング
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Table 1   Specifications of pulley and belt

Fig. 3   Comparison of current and new elements
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は，ࠩ 回転によるしΎうಈからϕルト内部でのຎࡲଛ失を

生じる．୯Ґ時間౰たりのຎࡲଛ失は，しΎうಈ部のຎࡲ

係਺，しΎうಈ部に発生するਨ直ՙ重と૬対଎౓のੵで༩

えられる．このଛ失の関係より，ຎࡲଛ失の௿減をしΎう

ಈ部のしΎうಈڑ཭とՙ重，二つの௿減により実ࢪした．

をݩ用したϕルトʗプーリのओ要ॾ࠾ Table 1にࣔす．こ

れらຎࡲଛ失を௿減することにより，ಈ力఻ୡ効率を変଎

比幅ฏۉで 0.9� ．上した（４）޲

�������ロッΩϯάҐஔมߋϕϧト
ۚଐϕルトは，エϨメント૬互がԡし合うことでಈ力を

఻ୡする．このԡし合うҐஔ（Ҏ下，ロッΩングҐஔ）とリ

ングのプーリ内回転൒ࠩܘをখさくすることで，૬互のࠩ

回転によるしΎうಈڑ཭を௿減することができる．ϕルト

しΎうಈ部のしΎうಈڑ཭は，൒ࠩܘに比例する．
Table 1およͼ Fig. 3にࣔすように，ロッΩングҐஔを

1.00	mm から 0.55	mm にॖখすることで，زԿ学上 45�の

しΎうಈྔを௿減することができる．

�������ෳ߹ 7面ܗঢ়ϓʔϦ
$VT は，ं ྆の૸行状態に合わせてプーリڬѹ力を変

化させながら，఻ୡトルクに対Ԡし変଎比をܾఆするۦ．

ಈおよͼैಈプーリのڬѹ力関係も౎౓変化する．このと

き，プーリ V໘のখܘଆを֯ڱにすることで，トルク఻ୡ

に必要なプーリڬѹ力を௿減できる．これにより，ۚ ଐϕ

ルトしΎうಈ部のՙ重を௿減することができる．対して，

プーリの大ܘଆは，広֯とすることで変଎比をܾఆする

プーリڬѹ力を௿減できる．これにより，$VTに必要なシ

ステϜ最大༉ѹ P Hを௿減することができる．これらಛ௃

を活かし，プーリの̫໘形状をෳ合形状とした．プーリの

変ߋにࡍして，ಈ力఻ୡの҆ఆੑを確อするため，エϨメ

ントの V ໘形状についてもプーリ同様にෳ合形状とした

（Fig. 4）．PHの௿減は，オイルϙンプの࢓事も減らすこと

ができるため，オイルϙンプのଛ失௿減にもد༩する．

௚ྻ഑ஔΦΠϧϙϯϓγεςϜిػ�����
オイルϙンプ࢓事は，必要ۦಈ力として要ٻされる༉ѹ

とྲྀྔとのੵでܾఆする．$VTにおいては，他の自ಈ変଎

機と違いトルクコンバータと५׈に要する௿ѹ多ྲྀྔに加

え，ϕルトڬѹ力やクラッνのక݁に要する高ѹগྲྀྔ二

छ類の࢓事が必要である．そのため，ϕルトڬѹ力にԠじ

た高ѹと，५׈状態をҡ࣋できる多ྲྀྔを一つのϙンプで

担わな͚ればならない．よって，これらをแؚする最大࿮

の࢓事が要ٻされるが，高ѹ多ྲྀྔྖҬのオイルϙンプ࢓

事がそのままオイルϙンプଛ失となる（Fig. 5）．

しかしながら，メΧニΧルオイルϙンプ（Ҏ下，メΧ

01）の࢓事はエンジン回転਺にґଘする．オイルϙンプ࢓

事を最ద化するためには，さま͟まなӡ転৚݅で効率の良

い回転とするために，エンジン回転਺とಠཱしたۦಈ方

式が必要であり，ి ಈオイルϙンプ（Ҏ下，ి ಈ 01）をメ
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Fig. 4   Pattern diagram of pulley and belt

Fig. 5   Oil pump work in CVT
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Fig. 6   Hydraulic circuit

Fig. 7   New oil pump system for CVT

Fig. 8   Effect of reduction of energy loss

Χ01に加えて࠾用した（̑）．異なる二つのオイルϙンプを

事を分担しオイルϙンプଛ失࢓用することで，二छ類の࠾

を௿減できる．オイルϙンプシステϜをߏ੒するにあたっ

て，ి ಈ 01 に機ೳ失ؕが生じた৔合においても，૸行に

োをきたさない༉ѹ回࿏とした（Fig. 6）．二つのオイルࢧ

ϙンプを直ྻに഑ஔとすることで，常にج४༉ѹをメΧ

01でอূする．ి ಈ 01は，メΧ01からૹられた作ಈ༉

に対して，ঢѹする形で高ѹগྲྀྔに対Ԡする．

これによって，オイルϙンプシステϜは高ѹ多ྲྀྔに

対Ԡする必要がなくなりଛ失を௿減することができる．ま

たۦ， ಈ方式をエンジン回転਺にґଘしないϞータۦಈと

したことにより，࢓事ྔを೚ҙにܾめることができるため

オイルϙンプ࢓事を最ద化できる（Fig. 7）．

ిಈ01をۦಈするϞータ体֨については，オイルϙン

プଛ失の௿減に必要な発ి機（Ҏ下，AlternatinH	$Vrrent	

(enerator�	 A$(）࢓事をྀߟしてܾఆした．本$VTにお

いては，$*T: 用の変଎機として必要となる࢓事ྔから，

೩අੑೳを༏先して 100	8をબఆした（Fig. 8）．࠾用した

オイルϙンプシステϜのओ要ॾݩを Table 2にࣔす．この

技術を࠾用することにより，ಈ力఻ୡ効率を変଎比幅ฏۉ

で 0.7� ．上した޲

̐ɽ$75੍ޚ

本 $VT には，二つの機ߏに対して৽たな技術となるϕ

ルトʗプーリおよͼオイルϙンプシステϜを࠾用した．そ

の他，ଛ失を௿減するためߏ੒部඼の見直しを実ࢪした．

これらの֤々のଛ失௿減効Ռに対し，$VT としてಈ力఻

ୡ効率を発شするために $VT 制ޚの最ద化をおこなっ

た．また，೩අੑೳとಈ力ੑೳをཱ྆させるため，(-deTiHn	

ThiGt を࠾用することでリニアな加଎フィールを表ݱした．

�����೩අੑೳ
プーリは，回転体であると同時に༉ѹ機ցでもある．ۚ

ଐϕルトによってۦಈ࣠とैಈ࣠が઀ଓされ，̎ ࣠間にҾ

き合う力がಇく．これにより，ϕアリングには大きなՙ重

がֻかる．また，Մಈプーリは༉ѹࣨをඋえ，オイルϙン

プの作ಈ༉ѹでۚଐϕルトをڬみ込Ή．つまり，プーリの

要ڬٻѹ力によってオイルϙンプ࢓事が変化すると同時

に，その他ϕアリングなどへの負ՙも変化する．今回৽た

に࠾用したϕルトʗプーリおよͼオイルϙンプシステϜ

では，プーリڬѹ力へのঢѹを目的としてిಈ 01を࠾用

した．ి ಈ 01 ं，ಈにはి力ফඅを൐うためۦ ྆のӡ転

状態に合わせた効率的なۦಈ制ޚを実ࢪした．ϕルトʗ

プーリは，ෳ合 V໘形状を࠾用することで，必要プーリڬ
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Item Current model New model

D
riv

e 
sy

st
em

Mechanical Adopted Adopted

Flow rate Up to 72 L/min Up to 72 L/min

Discharge pressure 0.2 - 4.9 MPa 0.2 - 4.9 MPa

Electrical Not adopted Adopted (100 W)

Flow rate Up to 5.8 L/min

Discharge pressure 0.2 - 1.8 MPa

Table 2   Specifications of new oil pump system
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Fig. 9   Operation of new CVT

ѹ力（つまり，最大༉ѹ P H）を௿減させている．ϕルトڬ

ѹ力を下げることは，݁ Ռとしてϕルトʗプーリ間でのຎ

ଛ失௿減にもつながる．オイルϙンプシステϜは，機ిࡲ

直ྻ഑ஔとすることで，高ѹগྲྀྔの࢓事をిಈ 01が担

う．つまり，最大༉ѹ PHが高いシステϜ΄ど，そのଛ失௿

減効Ռを発شする．

これら֤機ߏのଛ失௿減手๏の違いをྀߟした上で，

$VTとしてより効率的となるシステϜۦಈを目ࢦした．ి

ಈ 01はӡ転৚݅に合わせてಈ作をఀࢭすることができる

ため，ి 力ফඅも཈制できる．こういった機ߏબఆのར఺

を活かして$VT制ޚに൓өした．
Fig. 9に実૸時にお͚るオイルϙンプシステϜのಈ作

と，ಈ力఻ୡ効率およͼ֤機ߏのଛ失௿減効Ռをࣔす．

（１）アイυリングストップ（ఀं時）

アイυリング時は，エンジンग़力の一部をメΧ01ۦಈ

に用いても೩අੑೳに変化はない．そのため，ै དྷと変わ

らͣిಈ 01 は作ಈさせない．また，৽ܕ $*T: は，೩අ

ੑೳの観఺からアイυリンストップを࠾用した．アイυリ

ングストップ時は，ి ಈ 01をۦಈすることでエンジン再

࢝ಈ時のプーリڬѹ力෮ؼ஗れをิॿする．ి ಈ ಈۦ01

による A$( 事は発生するが，アイυリングによる೩ྉ࢓

ফඅを཈制できる．

（̎）発進

発進時，トルクコンバータによるトルク増幅をड͚て，必

要プーリڬѹ力は高くなる．また，LowϨシオからの変଎を

するため，変଎に൐うྲྀྔが必要となる．ి ಈ01は変଎ྲྀ

ྔを確อしつつ，高いプーリڬѹ力PHをঢѹで担うことで，

メΧ01は発生༉ѹを५׈ѹまで௿減することができる．こ

の݁Ռ，オイルϙンプの࢓事を分担することができ，オイル

ϙンプシステϜのۦಈଛ失を大きく௿減できる．

（̏）発進からの加଎

発進加଎はۦ， ಈ力を下げながらं଎を上ঢさせる．こ

のとき，変଎比は؇やかにHiHh ଆに変଎する．つまり，఻

ୡಈ力およͼ変଎଎౓ڞに発進時より௿くなる．また，ෳ

合V໘形状プーリを࠾用したことで，必要なプーリڬѹ力
PHも௿減できる．そのため，ి ಈ 01のۦಈ回転਺上ঢに

よって，メΧ 01の࢓事を५׈ѹのままҡ࣋することがで

きる．この݁Ռ，オイルϙンプシステϜの増加࢓事は，ి

ಈ ಈ回転਺上ঢ分のみとなり発進時同౳のଛ失௿減ۦ01

効Ռをҡ࣋できる．

（４）クルーζ

クルーζ時はఆ常状態で，変଎比はHiHh ଆをҡ࣋する．

HiHh Ϩシオは，ෳ合 V໘形状プーリおよͼロッΩングҐ

ஔ変ߋϕルトのಈ力఻ୡ効率が高いྖҬであり，೩අੑೳ

に大きくد༩する．また，必要なプーリڬѹ力 PHも௿減で

き，変଎ྲྀྔも必要としないため，ి ಈ 01 ಈ回転਺もۦ

཈制できる．この݁Ռ，ϕルトʗプーリおよͼオイルϙン

プシステϜ૒方のଛ失௿減効Ռがಘられる．また，ϕアリ

ングなど֤部ຎࡲଛ失もแׅ的に௿減することができるた

め効Ռが大きい．このࡍ，オイルϙンプシステϜの૯࢓事

ྔに対し，ి ಈ 01のۦಈి力をྀߟしてଛ失௿減効Ռが

ないと൑断した৔合はిಈ01を作ಈさせない．

（̑）クルーζからの再加଎

再加଎時はۦ， ಈ力を確อするために Low 変଎をおこ
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Fig. 10   Step-shift operation

Fig. 11   Performance of new CITY

なう．Low 変଎に൐い，必要なプーリڬѹ力 PHは上ঢす

る．このとき，変଎ྔはখさいため必要ྲྀྔもখさい．オ

イルϙンプシステϜの࢓事増加分をిಈ01にて担うこと

で，メΧ 01 の࢓事を௿減することができ，オイルϙンプ

システϜのۦಈଛ失を௿減する．

（６）減଎

減଎にೖると，エンジンは೩ྉ෾ࣹをఀࢭする．このた

め，೩ྉをফඅしないことからిಈ 01 も作ಈさせない．

೩ྉはফඅしないものの，ϕルトʗプーリなどによるಈ力

఻ୡ効率޲上効Ռにより，変଎機のҾきͣりଛ失を大きく

௿減することができる．

このように，ଛ失௿減効Ռを೩අੑೳにे分活かすよう

に$VT制ޚを実ࢪした．

動ྗσβΠϯۦ�����
৽ܕ$*T:は，೩අੑೳの޲上を目的に変଎機Ҏ外にも

多くのվ良を実ࢪしている．౥載されるエンジンも，೩අ

ੑೳを޲上させる内೩機関として，ഉྔؾ 1.5	 L 自વؾٵ

から 1.0	 L աڅ機෇へと変ߋされている．খഉྔؾとする

ことで೩ྉফඅを཈えつつ，աڅ機によって最大ग़力をै

དྷ同౳までҾきग़すことがՄೳである．しかし，発進時な

どաڅ機が作ಈするまでは，1.0	 L 自વؾٵエンジンのग़

力ಛੑとなる．つまり，最大ग़力を発生するまでの時間が

長くなる．その対Ԡとして，$VTではυライバの加଎ҙ思

に対して変଎制ޚを੾りସえることで೩අੑೳとಈ力ੑ

ೳのཱ྆をୡ੒した．υライブフィールをҡ࣋するため，

目ඪۦಈ力に対して変଎比をܾఆすることでۦ， ಈ力のམ

ち込みがない制ޚとした．これにより，エンジンのग़力ಛ

ੑࠩを感じさせないリニアな加଎フィールをୡ੒した．ま

た，アクセルશ։時に，༗ஈ変଎機のような変଎とするશ

։ステップシフト制ޚをద用した．これにより，ं ଎がエ

ンジン回転਺にリニアに௥ैしۦ， ಈ力に৳ͼを感じられ

るઃఆとした．発進加଎時の実૸データを，ै དྷϞデルと

比ֱし Fig. 10にࣔす．最大ۦಈ力発生後ۦ， ಈ力がམち込
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まないよう目ඪ値に௥ैさせることで，৽ܕ$*T:のυラ

イブフィールを޲上させた．

̑ɽ೩අੑೳと動ྗੑೳ

本$VTを౥載した 2020 年Ϟデル$*T:は，NED$Ϟー

υにおいて，$02 ഉग़ྔ 100	 H�Lm Ҏ下をୡ੒した．$VT

のଛ失௿減効Ռとしては，$02 ഉग़ྔ 5.7	H�Lmの࡟減とな

る．また，Fig. 11にࣔすように，ै དྷϞデルに対して大幅

な೩අվળと同時にಈ力ੑೳも޲上させた．

̒ɽ·とΊ

2020 年Ϟデル$*T:用の変଎機として，高効率$VTの

։発をおこなった．これらの৽技術，およͼ制ޚを実૷し

た本 $VT を࠾用することで，೩අੑೳとಈ力ੑೳをཱ྆

させた．$VT としてैདྷϞデルに対し $02 ഉग़ྔを 5.7	

H�Lm 減した．また，タイ࡟ Eco2 ४となるج $02 ഉग़ྔ

100	H�Lm Ҏ下をୡ੒した．

（１）	৽技術として，ϕルトʗプーリにロッΩングҐஔ変ߋ

ϕルトおよͼෳ合 V໘形状プーリを࠾用した．また，

オイルϙンプシステϜに機ి直ྻ഑ஔオイルϙンプ

システϜを࠾用した．その݁Ռ，ಈ力఻ୡ効率を変଎

比幅ฏۉでϕルトʗプーリ 0.9�，オイルϙンプシス

テϜ 0.7� ．上した޲

（̎）	上ड़二つの৽技術を࠾用するにあたり，ଛ失௿減効Ռ

をे分活かせるよう$VT制ޚを最ద化した．

（̏）	೩අੑೳに最ద化された $VT 制ޚとしながらも，υ

ライブフィールをҡ࣋するためۦ， ಈ力を目ඪとする
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変଎制ޚを実૷した．また，ステップシフトを࠾用す

ることで，ं ଎がエンジン回転਺にリニアに௥ैし，

．ಈ力に৳ͼを感じられるઃఆとしたۦ
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